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打
ち
出
し
た
福
田
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
い

る
」と
明
か
す
。

　

結
果
は
、
1
年
前
倒
し
と
な
る
08
年
度
末

で
目
標
を
ク
リ
ア
で
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

目
標
値
を
大
幅
に
上
回
る
51
万
㌧
の
削
減

（
約
13
％
減
に
相
当
）
に
成
功
し
た
。
特
筆
す

べ
き
は
、
年
度
の
途
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
07

年
度
は
1
㌧
し
か
C
O
2
を
減
ら
せ
な
か
っ

た
が
、
08
年
度
の
1
年
間
で
一
気
に
50
万
㌧

を
減
ら
し
た
こ
と
。
景
気
後
退
に
よ
る
生
産

減
が
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
削
減
施
策
分
だ

け
で
も
42
万
㌧
削
減
し
た
。

「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
」
と
は
「
将
来
の
あ
る

べ
き
姿
」
を
目
標
と
し
て
先
に
定
め
、
そ
こ

か
ら
現
在
を
振
り
返
っ
て
「
い
ま
何
を
す
べ

き
か
」
を
考
え
、
行
動
に
移
す
や
り
方
。
未

来
に
軸
足
を
置
く
の
が
特
徴
だ
。
そ
の
対
義

語
は
「
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
」
で
、
現
在
の
技

術
や
体
制
を
元
に
考
え
る
、
い
わ
ば
「
積
み

上
げ
方
式
」だ
。

　

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
と
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
は
、

そ
の
目
標
値
に
大
き
な
差
が
出
る
。
フ
ォ
ア

キ
ャ
ス
ト
は
達
成
可
能
で
、
し
か
も
予
測
可

能
な
目
標
を
立
て
る
か
ら
だ
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
年
も
現
時
点
か
ら
3
─
5
年
後
が
ほ

と
ん
ど
で
、
目
標
値
も
現
実
的
だ
。
日
本
企

業
の
多
く
が
3
─
5
年
の
中
期
計
画
で
動
く

こ
と
を
考
え
る
と
止
む
を
得
な
い
と
の
見
方

も
あ
る
が
、
言
い
換
え
れ
ば
大
き
な
飛
躍
は

期
待
で
き
な
い
。

　

日
本
の
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
企
業
の
草
分
け

は
、
環
境
面
に
お
い
て
は
リ
コ
ー
で
あ
る
。

4
年
以
上
前
の
05
年
1
月
、
他
社
に
先
駆
け

て
、「
2
0
5
0
年
長
期
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

打
ち
出
し
た
。そ
の
中
身
は「
環
境
負
荷（
C 

O
2
、
資
源
、
化
学
物
質
）
を
50
年
ま
で
に
00

年
比
で
8
分
の
1
（
87
・
5
％
減
）
に
低
減

す
る
」と
い
う
意
欲
的
な
も
の
だ
。

　

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
に
長
期
の
C
O
2
削

減
目
標
を
掲
げ
た
の
は
10
社
強
あ
る
（
13
ペ

ー
ジ
参
照
）。
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
は
昨
年

6
月
、
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
で
の
C
O
2
排
出
量
を
50
年
に
06
年
度
の

10
分
の
1
に
す
る
こ
と
を
う
た
っ
た
「
環
境

ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5
0
」
を
発
表
し
た
。
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
も
今
年
1
月
、「
製
品
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
で
の
C
O
2
排
出
量
を
50
年
に
05
年

比
で
80
％
削
減
」
を
柱
と
す
る
「
エ
コ
ビ
ジ

ョ
ン
2
0
5
0
」を
掲
げ
た
。

　

フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
の
視
点
で
作
っ
た
目
標

が
過
去
の
デ
ー
タ
や
実
績
に
基
づ
い
て
い
る

と
す
れ
ば
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
掲
げ
た
目

標
に
は
ど
ん
な
根
拠
が
あ
る
の
か
。
先
に
挙

げ
た
企
業
の
例
を
紹
介
す
る
。

▼
リ
コ
ー　

地
球
に
対
す
る
環
境
負
荷
は
00

年
時
点
で
先
進
国
が
80
％
を
占
め
る
の
に
対

し
、
途
上
国
は
20
％
。
世
界
人
口
90
億
人
と

予
測
さ
れ
る
2
0
5
0
年
に
1
人
当
た
り
の

環
境
負
荷
が
先
進
国
と
途
上
国
が
ほ
ぼ
同
じ

と
想
定
す
る
と
、
先
進
国
は
環
境
負
荷
を
00

年
の
8
分
の
1
に
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

▼
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン　

50
年
の
世
界
人
口

は
90
億
人
。
日
本
の
人
口
は
9
千
万
人
と
予

想
さ
れ
、
世
界
人
口
の
1
％
を
占
め
る
。
地

球
が
吸
収
で
き
る
C
O
2
は
I
P
C
C
（
国

連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）

そ
れ
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
の
は
日
本
企
業

に
と
っ
て
か
な
り
の
勇
気
が
い
る
。「
達
成

で
き
な
か
っ
た
ら
批
判
は
免
れ
な
い
」
と
の

不
安
が
経
営
者
に
付
き
ま
と
う
か
ら
だ
。

　

リ
コ
ー
で
も
当
然
、
目
標
を
巡
っ
て
激
し

い
議
論
が
起
き
た
。
同
社
の
2
0
5
0
年
長

期
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
は
02
年
か
ら
検
討
に
入
っ

た
が
、
社
会
環
境
本
部
の
谷
達
雄
本
部
長
が

「
8
分
の
1
案
」を
経
営
層
に
提
案
し
た
と
き
、

「
と
ん
で
も
な
い
」「
達
成
手
段
は
ど
う
す
る

の
か
」「
2
0
5
0
年
の
事
業
規
模
を
ど
う

み
る
か
」「
複
写
機
業
界
は
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
だ
ろ
う
か
」
─
─
な
ど
の
意
見
が
噴
出

し
た
。

　

最
終
的
に
は
当
時
の
桜
井
正
光
社
長
（
現

会
長
）
が
、
実
現
困
難
で
あ
っ
て
も
「
環
境

負
荷
が
小
さ
い
社
会
へ
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
す
る
た
め
に
必
要
」と
英
断
し
た
。

　

ち
な
み
に
リ
コ
ー
は
「
複
写
機
の
販
売
台

数
は
右
上
が
り
」
と
予
測
し
て
い
る
。
こ
れ

は
つ
ま
り
、
8
分
の
1
と
い
う
数
字
は
総
量

（
原
単
位
で
は
な
い
）を
指
し
て
い
る
の
で
、

複
写
機
1
台
当
た
り
に
換
算
す
る
と
相
当
厳

し
い
数
字
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
の
社
内
も
目
標
設
定

当
時
、
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
少

な
か
ら
ず
反
発
や
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。

　

環
境
部
門
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
小
松
宏
常
務

（
当
時
）
が
「
長
期
的
な
旗
印
が
ほ
し
い
。
で

き
る
こ
と
で
は
な
く
、
ど
う
な
り
た
い
か
を

考
え
ろ
」
と
指
示
を
出
し
た
一
方
、「
達
成
で

き
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
の
に
言
う
べ

き
で
は
な
い
と
の
議
論
も
あ
っ
た
し
、
今
で

も
納
得
し
て
い
な
い
人
も
い
る
」（
地
球
環

境
推
進
部
の
平
島
安
人
課
長
）。
そ
こ
で
地

球
環
境
推
進
部
は
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
を
次
の

よ
う
な
言
葉
に
「
翻
訳
」
し
、
社
内
の
説
得

に
当
た
っ
た
。

「
2
0
5
0
年
は
い
ま
（
検
討
を
開
始
し
た

07
年
）
か
ら
43
年
後
だ
が
、
い
ま
か
ら
43
年

前
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
ち
ょ
う
ど
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
（
1
9
6
4
年
）。
そ
の

と
き
諏
訪
精
工
舎
（
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
の

前
身
）
は
『
計
時
』
が
本
業
だ
っ
た
が
、
そ

れ
を
す
ぐ
に
印
刷
し
た
い
と
の
思
い
で
プ
リ

日
本
企
業
の
草
分
け
は
リ
コ
ー

「
待
っ
て
く
れ
。無
理
や
」。パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

は
07
年
10
月
、全
世
界
の
生
産
活
動
の
C
O
2

排
出
量
を
09
年
度
に
06
年
度
比
で
30
万
㌧

（
約
9
％
）削
減
す
る
と
し
た
「
エ
コ
ア
イ
デ

ィ
ア
宣
言
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
発
表
前
に

社
内
で
根
回
し
し
た
際
、
現
場
か
ら
は
こ
ん

な
悲
鳴
が
上
が
っ
た
。

　

07
─
09
年
度
の
中
期
経
営
計
画
は
す
で
に

始
ま
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
坪
文

雄
社
長
の
強
い
意
思
で
、
あ
え
て
中
途
半
端

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
C
O
2
削
減
目
標
を
打

ち
出
し
た
の
だ
。

　

仕
掛
け
人
の
一
人
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
環
境

本
部
の
冨
田
勝
己
参
事
は
「
実
は
、
こ
の
目

標
は
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
立
て
た
。『
２
０ 

５
０
年
ま
で
に
C
O
2
排
出
量
を
半
減
』
と

企業のCO2削減はなぜ 長期目標が必要か
バックキャ スト経営を考える

政
府
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
中
期
（
2
0
2
0
年
）
目
標
設
定
に
当
た
っ
て
、
産

業
界
が
こ
ぞ
っ
て
高
い
目
標
値
に
反
対
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
だ
が
、
そ
の
一
方

で
、
10
─
40
年
後
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
大
胆
な
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
削
減
目
標
を
独

自
に
掲
げ
る
企
業
も
増
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
企
業
の
共
通
項
は
「
将
来
の
あ
る
べ
き

姿
」
を
起
点
に
目
標
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
設
定
す
る
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
」（
バ
ッ
ク
キ

ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
と
い
う
手
法
だ
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
発
祥
と
い
う
こ
の
モ
デ
ル
は
、
果

た
し
て
日
本
に
根
付
く
の
か
。

（
長
光
大
慈
）

に
よ
る
と
約
1
1
0
億
㌧
。
こ
の
1
％
は
1.1 

億
㌧
だ
。
日
本
の
C
O
2
排
出
量
は
06
年
で

12
・
6
億
㌧
だ
っ
た
の
で
、
日
本
は
10
分
の

1
に
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。

▼
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ　

I
P
C
C
に
よ
る
と

04
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
4
9
0
億

㌧
。
こ
れ
を
世
界
人
口
の
64
億
人
で
割
る
と

1
人
当
た
り
7
・
66
㌧
に
な
る
。
一
方
、
地

球
が
許
容
で
き
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
自
然
吸

収
量
は
1
1
4
億
㌧
と
い
わ
れ
て
お
り
、
50

年
の
予
測
人
口
92
億
人
で
割
る
と
1
人
当
た

り
1
・
24
㌧
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
お
よ

そ
80
％
減
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

い
ず
れ
の
目
標
も
根
拠
は
科
学
的
だ
。
目

標
値
は
高
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
年
は
必
然
的
に

「
数
十
年
後
」と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

だ
が
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
目
標
を
立
て
、

戸
惑
う
社
内
を
専
門
部
署
が
説
得
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